
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きのこ廃培地（コーンコブ）の農地への施用方法 
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はじめに（本書利用の留意事項等） 

 

 

 

 本書は、長野県内で生産が多いきのこ栽培から排出される廃培地のうち、特にコーンコ

ブを基材とした廃培地に特化して、その性質や使い方をまとめたものです。廃培地（コー

ンコブ）を堆肥化する際、あるいは廃培地（コーンコブ）堆肥を土づくりや化学肥料の代

替資材として使用する場合の一助になればとの思いから、県内の試験場や農業改良普及セ

ンターで今までに行った試験成績をもとに作成しました。従って今までに最も試験がおこ

なわれている野菜での施用法を中心とした内容となったことにはご理解をいただきたいと

思います。 

 また、廃培地の利用法については、この他に廃培地のきのこ培地への再利用、家畜の飼

料としての利用等も試験されていますが、今回は農用地利用に絞って編集しましたのでそ

の部分は割愛させていただきました。  

さらに、試験は県下全域で行っているものではありません。肥効については妥当と思わ

れる数値を掲載しましたが、使用する時期や地域により多少の違いがあることもご承知お

きいただきたいと思います。疑問な点については、試験研究機関あるいは普及指導員に相

談してください。 

 

 各項目の特徴を以下に述べます。 

○Ⅰでは、廃培地（コーンコブ）の現在の利用状況を統計数値をまじえて紹介します。 

○Ⅱには、廃培地（コーンコブ）の特性（主に堆肥化の方法と廃培地（堆肥）の土壌中で

の分解特性）について紹介します。堆肥化については十分な試験ではありませんが、農用

地利用の場合、堆肥にしたものを施用することが前提となります。 

○Ⅲでは、総論で一般的な施用量を、その後野菜を中心に花きについても各試験場で現在

までに試験された廃培地（コーンコブ）堆肥の利用方法を掲載しました。また、水稲につ

いては農業改良普及センターで取り組んだ試験の成績を掲載しました。  

○Ⅳには、Ⅲの裏付けとなった普及事項等の成績を掲載しました。 

○Ⅴには「肥料取締法」や「廃棄物の処理および清掃に関する法律」の抜粋や平成 18 年１

２月に通知した「きのこ廃培地の適正利用について」など廃培地の利用に関する関連法や

資料を掲載しました。 
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Ⅰ きのこ廃培地（コーンコブ）の利用の現状 

１ 現状での処理方法や使われ方について 

 

１）現状 

きのこ廃培地の発生量は、

平成 17 年において、22 万 4000

トンほど発生しており、その

うち 21 万 8600 トン（97.5％）

が農業用に利用されている。 

きのこ菌床栽培の培地材に

オガコが幅広く用いられてい

たが、昭和 60 年頃から、エノ

キタケ培地のオガコの代替と

して、コーンコブの利用が増

加し始め、ぶなしめじにもコ

ーンコブの利用が拡大してい

る。 

コーンコブを主体とするエノキタケ廃培地は、気温が高い条件では、掻きだし後速や

かに分解が始まる。 

その多くが、土づくりに欠かせない有機質資材として農地に還元されているが、野積

みしたまま放置されている例も見られる。 

２）廃培地の課題 

ア きのこ廃培地は、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）により、

事業系一般廃棄物に区分されていることから、きのこ栽培農家は排出事業者として

廃培地の処理を適正に行う必要がある。 

  イ ほ場に堆積している廃培地から臭気・飛散等があり、周辺住民から苦情が寄せら

れる。 

  ウ 適正施用量を大幅に越えて農地に還元されている例が見受けられる。 

 

２）取り組みの方向について 

○ 環境保全の面で、飛散・廃汁等の適切な処理を図る 

○ 家畜敷料、堆肥化、燃料化等の利活用を図る 

○ 炭化等による土壌改良材、融雪材、調湿材等としての利用方法の確立を図る 

○ 生産者個人の問題でなく、産地全体の問題として地域での利用体系を構築する 

 

３）きのこ廃培地再利用例 

  排出時点では、含水率が高いので、天日乾燥を行う等の前処理を行い、畜舎敷料や家

畜排せつ物を堆肥化する場合の水分調整材としての利用がされている（ただし、エノキ

タケ廃培地は乳房炎起因菌を含む恐れがある（本書６ページ参照））。 

図１　廃培地の処理状況（H17園芸特産課調べ）
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品質や収量に影響のない範囲で、きのこ栽培の再利用も検討されている。 

また、廃培地を固形化し、農業用ハウスのボイラー燃料の代替として利用されるなど、

リサイクルについて検討が進められてきている。 

 

廃培地再利用 乾燥してきのこ生産に再利用 

堆 肥 化 有機堆肥として土づくり、有機栽培の推進 

きのこ廃培地    炭 化 土壌改良材、化学肥料・融雪材・調湿材等に再利用 

燃 料 化 ペレットにして燃料に再利用 

家 畜 の 敷 料 家畜敷料に再利用 
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